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概  要 

 

小型モバイル用電源や遠隔地用電源へ燃料電池システムを適用する際に必

要となる、小型水素製造装置の検討を行っている。改質用燃料としてはエタノ

ールをターゲットとし、その水蒸気改質用の触媒について検討を行うとともに

（図１）、燃料改質装置の小型化についても検討を行っている（図２）。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

現在、水素を製造する装置としては、家庭用燃料電池に内蔵されている改質

器が最も普及している。これは、既存インフラである都市ガスもしくはプロパ

ンガスを燃料に用いるもので、家庭用定置型燃料電池の専用システムとなって

いる。そのため、従来技術ではモバイル用途等を想定したエタノールなどの他

の燃料には対応できないのが現状である。 

本技術の 

有用性 

水素源として有用な燃料はいくつか存在するが、将来的にバイオマスから合

成可能でカーボンニュートラルな燃料として有望であること、エネルギー密度

が高い液体燃料であること、さらに毒性がないこと、などから改質用燃料とし

てエタノールを最適と考え、燃料改質装置の開発を行っている。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

 

 

 

 

図１ 合成した改質触媒の SEM 像  図２ エタノール改質装置 

適用可能製品 
水素製造装置、小型燃料電池システム、水蒸気改質触媒 
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